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これでは､阻 こ対す るという言葉が泣くと思う｡我々は以前､個別学習過程の構造 (東
洋館出版社)において評価の4つの観点 (課題への関心があるか､試行錯誤 しているか､
類題へ挑戦 し､解決しているか､宿題ではないが自分で問題を作成する等の追求をしてい
るか)を設定 し､授業中の学習活動の故寮やノー トなどを点検 してこれらの評価を行 うよ
う提案 している｡このように考えるのが本筋ではあるが､ここではベーパーに雷かれたも
ので､ある程度可能であることを次に例によって示そう｡
数字に対する関心 ･憲欲 ･態度の評価の臭休例 (小学校 6年生が対象)
問題 例にならっていろいろな三角形や四角形を瞥きなさいO (名前のついている形に










態度の評価は上､中､下の上である｡ 例2 15通 り全 部昏 いた ところは大変 よい●｡
また､二等辺三角形､直角三角形､正方形､長方形､ひし形､台形の足並はよく理解して
いることもわかる｡この生徒の知識 .理解の評価は高いと思 う｡たこ形という新 しい形に
注目しているところが斬新である｡数学に対すろ関心 ･意欲 ･態度の評価は中ということ
になろう｡
例3 15通 り苫 くよう要求がしてあるのに4通 りしか書いていない例である｡直角三角
〟,;･抑 四辺Wf,～fT形の定弟や比和 まAlm-している｡ しかし･塾里 に封土旦関心 ･悪欲 ･
怒度は下 とい うことになる.
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